
絵
本
で
家う
ち
ど
く読
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ

ア
の
発
達
な
ど
の
影
響
で
、
子
ど
も
の
「
読

書
離
れ
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書

を
す
る
こ
と
は
、言
葉
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

本
か
ら
人
の
思
い
や
気
持
ち
、
社
会
の
ル

ー
ル
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
子
ど
も
の
想
像

力
を
育
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
な

ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
て
も
良
い
影
響

を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
育
児
の
方
法
の
一
つ

に
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。
読
み

聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
す
る
と

同
時
に
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
心
を
つ
な

ぐ
大
切
な
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
家う
ち
ど
く読
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
家
読
と
は
、
家
族
で
読
書
の
習

慣
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
家
読
に
は

決
ま
っ
た
や
り
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家

族
皆
で
好
き
な
本
を
読
ん
で
、
読
ん
だ

本
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
同
じ
本
を
皆

で
読
ん
で
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
読
み
聞
か
せ
も
家
読
の
一
つ
で
す
。

　

同
じ
習
慣
を
家
庭
の
中
で
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。「
読

書
」
と
聞
く
と
、
つ
い
字
が
多
い
本
を
読

ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
苦
手
意
識

が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

家
読
で
も
っ
と
も
お
す
す
め
な
の
は
「
絵

本
」
な
の
で
す
。「
絵
本
」
は
短
時
間
で

読
む
こ
と
が
で
き
、
絵
の
印
象
や
物
語
の

感
想
な
ど
、
語
り
合
う
話
題
に
多
様
性
が

あ
る
の
に
加
え
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
世

代
を
問
わ
ず
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
な
に
よ
り
、
家
読
で
大
切
な
こ
と

は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
読
書
を
楽
し
む
こ

と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
本
の
読
み
聞

か
せ
や
、
一
緒
に
図
書
館
に
行
っ
て
み
る

な
ど
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

一
週
間
に
一
度
で
も
、
就
寝
５
分
前

の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
も
し
く
は
夕

食
の
後
に
で
も
子
ど
も
と
一
緒
に
家
読

の
機
会
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
家

庭
の
生
活
に
合
っ
た
方
法
で
、
読
書
を

楽
し
む
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
思
わ
ぬ
一
面
を
知
る
と
と
も
に
家
族

の
仲
が
ぐ
っ
と
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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自
立
を
考
え
た
学
び
の
場
の
選
択
を

　

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
卒
業
ま

で
に
何
ら
か
の
試
験
を
受
け
、
進
路
選

択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
受
験
す
る
際
に
は
、

負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
配
慮
す
る

こ
と
が
国
公
立
の
学
校
に
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
（
私
立
学
校
の
場
合
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

　

受
験
時
の
合
理
的
配
慮
の
対
応
事
例
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◦�

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
な
ど
）
不
安
感
を
軽
減
で

き
る
よ
う
会
場
の
下
見
を
許
可
す
る
。

◦�

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
多
動
症
）
集

中
し
や
す
く
す
る
た
め
別
室
受
験
を

行
う
。

◦�

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
・
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）

試
験
時
間
の
延
長
や
問
題
用
紙
の
拡

大
、
問
題
文
を
読
み
上
げ
る
対
応
を

す
る
、
な
ど
。

　

受
験
時
に
こ
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮

を
依
頼
す
る
に
は
、
医
師
の
診
断
書
や

個
別
の
教
育
支
援
計
画
、
こ
れ
ま
で
学

校
内
で
行
っ
て
き
た
支
援
の
実
績
な
ど

の
配
慮
の
必
要
性
を
示
し
た
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
応
で

き
る
範
囲
は
自
治
体
や
学
校
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
本
人
・
保
護
者
・
在
籍
校
・

志
望
校
の
四
者
で
す
り
合
わ
せ
が
必
要

で
す
。

　

福
岡
県
で
は
Ｌ
Ｄ
へ
の
対
応
と
し
て

の
ふ
り
が
な
を
付
け
る
こ
と
な
ど
は
ま

だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
公
立
高
校

で
通
級
指
導
が
始
ま
る
な
ど
、
発
達
障

が
い
の
あ
る
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
る
高
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
、
保
護
者
の
思
い
も
含
め
家
庭
で
し

っ
か
り
と
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
障
が

い
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
う
し

て
も
社
会
の
中
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
特

性
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
自
立
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
が
で
き
て
、

何
が
苦
手
な
の
か
、
自
分
の
能
力
を
伸

ば
せ
る
学
び
の
場
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

長
い
ス
パ
ン
で
将
来
を
見
据
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
な
こ
と
へ
の
相
談
や
情
報
提
供

な
ど
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
各
学
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
教

育
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�

芦
屋
中
学
校
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー�

　

鱒
村　

礼
子

特
別
支
援
教
育
便
り

�

▽�

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係
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☎
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２
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局
３
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４
７
）

すくすく育て
芦屋っ子
NO.170

▽ �問い合わせ　社会教育係�
（☎２２３局３５４６）
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地域の皆さんとじっくり対話（しゃべり場）・
芦屋釜の魅力と偉大さを実感！
　９月 14日、３年生は「しゃべり場」を行いました。
地域の大人の皆さんと生徒が「対話」をする取り組
みです。生徒からは「どの方も応援してくださって
うれしかった」「大人と話すことにより将来なりた
いものが見えてきた」、参加した皆さんからは「親
のことを大切に思っている子が多く、うれしく思っ

た」「子どもたちは素直で明
るく、とても楽しい時間に
なった」などの感想があり、
充実した時間となりました。
　同日、１・２年生は芦
屋釜講演会で、芦屋釜の
特徴や歴史を学びました。
鋳
い も じ

物師の八木さんの話では、
「何度失敗してもいいから最
高の一個を作れ」という芦

屋町の姿勢を知り、感動もあり同時に郷土愛が芽生
えた時間となりました。

令和初！前人未踏の文化祭！
　10月12日、「『挑戦・創造・
発展』～みんなで創る前人
未踏の文化祭」をテーマに
文化祭が行われました。１年
生のモザイクアートは、日本
で開催されたラグビーワー
ルドカップのチケットのイラ
ストをデザインしました。続
いて合唱コンクール、ダンス、
演劇、個人発表、吹奏楽部
の演奏などが行われました。校舎内では、さまざま
な展示発表や茶道同好会によるお茶会が行われまし
た。生徒たちは、個性豊かな精一杯のパフォーマン
スを披露することができました。� （教頭　石松誠）

屋 中 学 校芦

山 鹿 小 学 校
生き物ランド（ビオトープ）が再生中です
　本校には山鹿学童クラブ付近に平成 19年度に造
成した「生き物ランド」があります。
　児童が日常的に安心して自然や環境を学べる学
習環境づくりを目指し、団体からの助成を受けなが
ら、当時の本校関係者や児童で力を合わせてやっと
完成した場所です。理科の学習でも扱うトンボをは
じめとする小動物がたくさん生息するようになり、
子どもたちの学びや遊びの場・地域の人の憩いの場
となりました。
　しかしながら、この「生き物ランド」が 10年以
上の歳月でかなり傷みました。今年の夏休み、造成
当時の本校ＰＴＡ会長であった吉岡学さんの呼び
かけに応じ、当時の役員、教育委員会、地域や現在
の保護者の皆さんの協力を得て、重機を入れながら
補修作業を行いました。まずは伸びすぎた木々の枝
の伐採とそれをチップ化し、敷地にばらまく作業を
行い、11月には新たに数十本の苗木を植えました。
　来年には池部分の防水シートも交換し、本格的

に生き物ランドが
再生する予定です。
本校規模のビオト
ープを持つ学校は、
滅多にないようで
す。しかも業者任
せではなく、本校
に関係する多くの
皆さんの夢が原動
力となり、力を合
わせて作り上げた
場所というところ
に値打ちがあると
思います。
　今後は、理科・
生活科・総合的な学習の時間などで活用していくと
同時に、ビオトープを定期的にメンテナンスする子ど
もの委員会を立ち上げていく予定です。
� （教頭　野口浩）

学校での出来事を先生たちがお届け !

△手入れ前のビオトープ

△手入れ後のビオトープ

広報あしや　2019.12.1


